














Ⅰはじめに 

我々はこの研究をするに当たって,まず対象を横浜市磯子区の汐見台団地と定め,そこをと

りまく社会的状況を整理した(S54)。地域が今日の流動化する都市社会の問題点を摘出する

のに典型と考えられたからである。ここでは次のことが確認された。 

1)最近の急激な核家族化により,家族員の相互ケア,そのための知識や知恵の伝承等の家族

機能が極度に低下している。 

2)生活の流動化と生活様式の都市化により,地域社会もまたこれを補完する能力に欠けて

いる。 

3)そのため上記の多くのニーヅは社会化され,それに対応する様々な行政制度・専門的サー

ビスが存在するが,援助を必要とする人が,必要とする時・所で,必ずしも適切な制度,サー

ビスに結びつけられていない。 

つぎに我々は,当地域に住むひとりの障害児の成長過程をくわしく追いながら,関連する諸

制度・諸機関・環境などを立体的に解明してきた(S55)。このレア・ケースを克明に追うこ

とにより,前年度に確認された 3つの問題が,ひとりの人間のライフ・サイクルの中で,どの

ように具体的に発現するかを調べるためである。 

本年度,我々はアンケート調査を実施した。前年度確認された詳細ではあるが個別的な問題

点を,より普遍的なものに展開するためである。 


